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編集・発行 世界凧博物館東近江大凧会館 令和８年１月 20日発行 

 〒527-0025 滋賀県東近江市八日市東本町 3 番５号 

TEL：0748-23-0081 FAX：0748-23-1860 

ＩＰ：050-8034-1140 

開館時間：９時～１７時 休館日：水曜日、第４火曜日、祝日の翌日 

平成１８年度から指定管理者制度により（公財）東近江市地域振興事業団が管理しています。 

毎月第３日曜日は「家族ふれあいサンデー」 東近江市民の方は、「ふれあいカード」をお持ちの上、家族でお越し下さい 

成人式！東近江大凧揚げ記念イベント！ 

＝新春凧揚げ大会＝ 

 
新しい年を迎え、早くも１ヵ月が過ぎようとしていますね。

お正月はゆっくり過ごせましたでしょうか？ 

さて、１月１１日(日)は、東近江市の成人式でした。昨年と同

様に新成人を祝う「祝新成人 20 畳敷東近江大凧揚げ」に合わせて、「新

春凧揚げ大会」を聖徳中学校グラウンドで開催する予定でしたが、【強風

注意報発令】により中止となりました。【中

止のお知らせ】を知らずに来場される方もお

られるだろうと、来場された方には特典であ

る『みかんプレゼント』『無料凧作り教室』

『豚汁振る舞い』を行おう！と東近江大凧保

存会と共に準備を進め、聖徳中学校へ出発し

ました。 

2０畳敷東近江大凧は、式典が行われる八

日市文化芸術会館の正面玄関に展示させて

いただき、新成人をお出迎えしました。今年

の凧のはんじもんは、午（うま）年にちなん

で上部に午の張り子を描き、下部に「輝」の

文字、背景に「ありの」と書かれた「てぬぐ

い」が描かれています。併せて、『ありのまま（馬馬） 輝け』という意

味になり、生まれながらに持つ自分らしさを大切にして、各方面で輝い

てほしいという新成人へ向けた力強いメッセージが込められています。 

強風でしたが天気は良かったので、想像以上の来場者があり、少しバ

タバタしてしまいました。用意していた特典があっという間に全て無く

なる賑わいで、13 時頃に終了させていただきました。３連休の中で、

11 日だけが強風注意報で『昨日やったら揚げられたのになぁ。』と保存

会も会館職員も残念な気持ちでしたが、寒い中たくさんの方にご来場い

ただき、たくさんのお子様とふれあうことができ、とても楽しい時間と

なりました。寒い中ご来場いただき、ありがとうございました。 

来年はいい天気で凧揚げできますように！！と今から願っておきま

す。 

鬼退治！！鬼の凧展 

 
２月３日は「節分」です。節分の行事といえば、「豆まき」と

「恵方巻を無言で食べる」ことですね。「鬼は外、福は内」と言

いながら豆をまきました。また今年の恵方は「南南東やや南」

だそうです。今年 1 年の邪気を追い払い、無病息災をお祈り

ください。 

 さて、東近江大凧会館では

令和 8 年 1 月 24 日から 2

月 3 日まで、日本各地の鬼の

絵が描かれた凧を展示する

恒例の「鬼の凧展」を実施い

たします。京都の大江山で源

頼光（みなもとのらいこう）

が鬼を退治する絵柄の 6 畳

の凧（京都府）や、涙を流す

紅白の房が印象的な「鬼よう

ず」（山口県見島）、鬼が武者

の兜に嚙みついた鬼伝説を描いた長崎県壱岐地方の「鬼凧」（長崎県）、

鬼が兜を咥えている絵柄の「バラモン」（長崎県）等を展示しています。 

 見応えの有る大きな凧バックに記念撮影もしていただけます。ご来館

お待ちしております。 

・開催期間 1 月 24 日（土）から 2 月 3 日（火）まで 

・開館時間 午前９時から午後５時まで 

（ただし、入館は午後４時 30 分まで） 

・期間中の休館日 水曜日 １月 27 日 

・入館料 一般：300 円 小・中学生：150 円 

 



＝新春恒例！午の張り子絵付け教室＝ 

 
あけましておめでとうございます！新年を迎えると同時に

年を取る臼田です。2025 年が終わってしまったことがまだ信

じられません。

2026 年こそは新

しいことを初めて

私生活を充実させたいです。

（毎年同じ目標を掲げてい

るような気がしますが…） 

さて、大凧会館 2026 年

最初の体験教室は、恒例の

「干支張り子の絵付け」体験

教室でした。2021 年の丑年

（赤べこの絵付け）からはじ

まり、6 年目になります！今

年の張り子は去年に引きつ

づき春日部張り子を使用し

ました。用意したものは真っ

白な張り子なため、どんなデ

ザインにしたいか考えなが

ら、まずは鉛筆で下描きを取

っていきます。鞍の部分はな

るべく左右対称になるよう

型紙を用意しました。その

後、不透明アクリル絵具で仕上げていきます。春日部張り子の基本のデザ

インだと色を重ねて塗る部分が多くあり、限られた時間の中では順番を意

識しなければいけません。それを踏まえて思い通りのものを作るにはどう

したらいいのか、皆さん頭を使いながら黙々と集中して取り組まれていた

のが印象的でした。今回の体験教室では基本的な色以外は混色しなければ

いけませんでしたが、パステル調の紫色や好みの茶色（難易度高め）に挑

戦されている方も見受けられました。最後は完成した張り子を手に各々写

真撮影をされ、満足度の高さがうかがえました！ 

来年以降も張り子の絵付け教室は開催予定なので、今からでも十二支コ

ンプリートを目指してみてはいかがでしょうか？ 

近江のまつりフォーラム写真展 
 滋賀県には、長い歴史の中で育まれてきた素晴らしいお祭りがたくさん

ありますよね。そんな『近江のまつり』の魅力を凝縮した写真展が、1 月

22 日から滋賀県庁で開催されます。 

 期間 令和８年１月 22 日（木）～２月３日（火） 

    9：00～17：00 

 会場 滋賀県庁 本館１階県民サロン 

 内容 県内７か所で執り行われるまつりについて、写真パネルや展示品

等を用いて紹介し、各まつりの魅力を発信します。 

【まつり一覧】①大津祭②日吉山王祭③長浜曳山まつり④左義長まつり 

⑤篠田の花火⑥八幡祭り⑦東近江大凧まつり 

２０２６年２月の予定＝ 
３日（火）まで 鬼退治！！鬼の凧展 

９日（月） 八日市北小学校４年生 見学と凧作り 

１４日（土）～４月５日（日） 福よせ雛 

１５日（日） 家族ふれあいサンデー 

２１日（土） わくわくコラボ村参加 

２月休館日：２/４・２/12・２/18・２/24・２/25 
 

＝親子凧作り教室＝午（ウマ）の凧を作ろう～＝ 
昨年 12 月 20 日

（土）に「自分の描い

た午の凧を空へ揚げよう！」と

いう合言葉のもと、9 人の皆さ

んが参加されました。 

作業はまず、3 種類の「午」

の下絵から好きなものを選ぶ

ところからスタート。六角形の

和紙に丁寧に絵を写し、色を塗

っていきます。 

色が乾いたら、今度は骨組みとなる竹の出番です。接着剤を塗り、

慎重に紙に貼り合わせ、竹が重なる部分を糸でしっかり結んでいきま

す。最後に、凧を反らせるための糸、そして空で安定させる「しっぽ」

を取り付ければ……世界に一つ、自分だけの「午の凧」の完成です！ 

親子で力を合わせて作り上げた凧、きっと揚げる時の喜びも格別だ

ったでしょうね。 
＝ウキウキ！ワクワク！東近江ミュージアム＝ 

1 月 31 日（土）、普段はそれ

ぞれの場所にある博物館が、今日

はお買い物ついでに楽しめる場

所である東近江市のショッピング

プラザ アピア 1 階セントラルコートに大

集合します。その名も、『ウキウキ！ワク

ワク！東近江ミュージアム』！ 

例えば、ガリ版で自分だけのマイバッグ

を作ったり、お正月にぴったりの『おさん

ぽカイト』作り、さらには昔の道具に触れ

たり、探検気分でスゴロクに挑戦したり

と、7つのブースで特別な体験ができます。

参加費は無料のものから、材料費のみの

100 円、1,000 円と、気軽に参加できるものばかりです。 

さらに！近江商人博物館のゆるキャラ『てんちゃん』も遊びに来て

くれますよ。午前 11 時 45 分からはステージにも登場します。 

ワークショップを 3 つ回ると、素敵なミュージアムグッズがもらえ

るスタンプラリーも実施されますので、ぜひご家族で『東近江の文化』

に触れて、作って、楽しんでみてください。 

『ウキウキ！ワクワク！東近江ミュージアム』は、1 月 31 日（土）

アピア 1 階で、午前は 10 時から、午後は 1 時から開催です。 

週末はぜひ、アピアへ遊びに行ってみてくださいね！ 

＝2 月 14 日から始まる『福よせ雛』＝ 
 皆さん、雛人形と聞い

て、何を想像しますか？ 

きっと、金屏風の前でおすましし

て座っている姿ですよね。 

ところが大凧会館に集まるお雛

様たちは、そんな常識を、文字通

り『空高く』吹き飛ばしてしまっ

ているんです！  

私たちが開催しているのは、令

和 8 年 2 月 14 日から始まる『福

よせ雛（ふくよせひな）』です。 

実はこのお雛様たち、もともと

は各ご家庭で大切に飾られていた

ものですが、飾る機会が減ってし

まったものをお預かりし、新しい

命を吹き込んだものなんです。 

『人の役に立ててほしい』とい

う持ち主の方々の願いを受け継いで、ただ飾るだけでなく、今の時代

を楽しく生きるお雛様として再デビューさせています。いわば、お雛

様のセカンドライフですね。 

今回、館内にはなんと 500 体もの『福よせ雛』が登場しますが、

その姿が、本当にユニークなんです！オーケストラを組んで楽器を演

奏している一団もいれば、真剣な表情で百人一首に興じているグルー

プもいます。中には、東近江らしく『凧揚げ』に夢中になっているお

雛様までいるんですよ。 

『え、こんなところで！？』と驚くような、館内のあちこちに隠れる

ように現れる彼らを探しているうちに、大人も子どもも、気づけばみ

んな笑顔になってしまいます。まさに、笑う門には福来たる、です。 

 みなさん、ぜひお越しください。 
  

 


